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が 748 16 2














































が 778 63 20







あり 458 18 10
なし 686 216 10
表7に示すように，述語の品詞が動詞の場合は，その約4割に，主語あるいは直接目的語と述語との問
に他の語句が介在しているが，述語の品詞が形容詞・形容動詞の場合は，他の語句の介在が7．7％しか
ない。他の語句が介在しにくいということは，すなわち，吻」の使用が許されやすい条件の一つがそ
なわっているということである。
4．5　連体修飾句の述語において「の」をとりやすい語
　具体的に用例が10例以上あった語は，次の21語である。
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「ある（50／68），いい（1／14），言う，（7／15），行く（10／1），いる（31／2），多い（9／9），行う（8／3），来る
（12／4），少ない（3／8），する（21／10），付く（8／13＞，強い（1／IO），できる（4／16），出る（18／5），ない（20／51），
なる（41／3），入るく9／4），持つ〈12／7＞，やるく12／5），良いく0／15），悪い（G／15）」（）内は，／の前がfが」
の用例数，後ろが「の」の用例数である。
　この中で，「の」の用例数がfが」を上回っているのは，「ある，いい，少ない，付く，強い，できる，
ない，良い，悪い」である。ほとんどが形容詞であるが，動詞も「ある，付く，できる」の3語まじっ
ている。このうち，「ある」は書名のデータでもfCD」の優位性が認められたが，　f付く」は，書名デー
タでは，「が」が多く現れた語であり，yできる」も書名データでは9例あり，全部「が」の例である。
「付く」，「できる」については，これらが書名データや雑誌データでの偶然の結果なのかどうか確かめ
る必要があるだろう。（注7）
5．おわりに
　ここでケーーススタディとしてとりあげた，連体修飾句中のfが」「の」の使い分けの傾向は，言語事
実とコーパスの性質・規模との関係をみるうえで，ひとつの参考事例となるだろう。今後，他の種類の
データについてもこの調査をすすめ，コーパスの種類と雷語事実との関連を明らかにしたい。なお，4．
1（1）にあげた，連体修飾を受ける名詞の性質と「が」「の」の使い分けについては，今回は分析し
ていない。これも，今後の課題としたい。
注
注1　たとえば，近藤（1992）に，電子化テキストの取り扱いに関する問題点が指摘されている。
注2　ドメニコ・ラガナ（1988）に，内省を利用した例文が実際にどれくらい許容度があるかを調査した
報告がある。
注3　「国語学」178集に，「電子化テキストの国際的共有」という特集がある。
注4　ここで，「主語」「直接目的語」「晶晶」というのは，着目している連体修飾三内でのことである。
以下も同様である。
注5　8例の内訳は，旧く］3例，Fいちばん」1例，　f気に」1例（「気になる」を分割してできたも
の），並立句3例である。並立句とは，「時間の使：い方のうまい人・下手な人」のような書名のとき，f時
間の使い方が」と「下手な人」との間にある「うまい人」のような語句をさす。
注6　他の語句が介在した21例の内訳は，以下のとおり。「あまり，大きく，多く」などの副詞的修
飾語句が19例，「職業を，我が国輸入総額に」のような別の補語が2例。また，語句の長さでは，1
語の介在が17例，2語の介在が4例あった。これは，塚本（1991）の「『が』で表示された主語或い
は直接目的語と述語との間に，他の補語や副詞類などの構成要素が長く介在すればするほど，その文全
体の文法性は低くなる。」という指摘とも合致する。
『注7　「付く」の「が」8例，「の」13例という分布は，κ2検定では有意差とは認められない。
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